オウダン ラット ニ オケル シンゾウ ノ コウエネルギー リンサン カゴウブツ ト カン redox state トノ カンレンセイ by 勝山 和彦
Myocardial high energy phosphates and hepatic







オウダン ラット ニ オケル シンゾウ ノ コウエネ







































































い。しかし、AKBRがbase excess、rate PreSSure prOductと正の相関関係、AKBRと心筋PCr量は負
の相関関係を認めたことからAKBR肝臓のみならず、全身の代謝状態を反映している可能性がある。
AKBRの低下が不可逆的な循環不全を導くものと思われる。
【結　論】
黄痘ラットでは2時間の出血性ショック後、心臓の高エネルギー燐酸化合物は保たれているにも
関わらず循環不全状態となった。AKBRが0．7以下に低下し、肝ミトコンドリアのRedox Stateが低
下したことにより代謝性アシドーシスを代償できないためと考える。AKBRは肝臓のみならず、全
身の代謝の変化を示す指標として有用である。
論文審査の結果の要旨
本研究は、貴痘ラットを用いて、出血性ショック前後での循環動態の変化の心臓エネルギー代謝
に及ぼす影響、および循環動態と動脈血ケトン対比（AKBR，［アセト酢酸］／［3一ヒドロキシ酪
酸］）との相関について検討したものである。
黄症ラットでは、2時間の出血性ショック後、心臓の高エネルギーリン酸化合物は保持されてい
るにもかかわらず、循環不全になり、このときAKBRは低下している。AKBRはbase excessやrate
pressure productと正の相関を示し、心筋のホスホクレアチン量とは魚の相関を示す。これらの結
果は、肝ミトコンドリアの機能低下によって代謝性アシドーシスを代償できないためであると考え
られる。
このように、本論文は、AKBRが肝臓のみならず全身の代謝状態を反映する指標となる可能性を
示し、博士（医学）の学位論文に債するものである。
なお、本学位授与申請者は、平成11年2月9日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合
格と認められたものである。
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